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１、はじめに

 昨年２０１９年１０月に台風19号の襲来により、

調査地点の千曲川の環境が変化した。その後の
千曲川の状況を把握したかった。

新たに調査地点を２か所設けた。（上田市下水処
理場の処理水の流入地点下流）

 なお、２０１６年から２０１９年の４年間の調査結
果と２０２０年の調査結果の比較報告である。



４,調査地点

上田西高校

2上田市河川浄化センター前

3、上田市鯉西前

4上田市神川合流点

＜調査地点選定の注意点＞

・千曲川沿で、安全に調査できる地点を選定する。

・支流が流入する地点とそうでない地点

・なるべく同距離である地点

1、道と川の駅

6新調査地点
上田大橋下



７新調査地点
坂城町 鼠橋下

上田西高校



４、新調査地点 上田大橋下

下水処理場からの処理水の流入地
点の様子



２０１９年１０月台風１９号襲来時



４、新調査地点 坂城町・鼠橋下

 ＜千曲川＞

７、坂城町 標高４１０ｍ





４、調査地点

＜産川＞

１、上田市道と川の駅、標高４２０ｍ



２０１９年１０月台風１９号襲来時



４,調査地点

＜千曲川＞

2、上田市河川浄化センター前、標高４３０ｍ



２０１９年１０月台風１９号襲来時



４,調査地点

＜千曲川＞

3、上田市鯉西前、標高４５０ｍ



２０１９年１０月台風１９号襲来時



調査地点
年

指標生物による水質判定 パ
ッ
ク
テ
ス
ト

溶
存
酸
素
（Ｄ
Ｏ
）

調査人数
１道と川
の駅
（産川）

３鯉西前
（千曲川）

６上田大
橋下

７坂城
町鼠橋
下

２０２０夏
８／１２

４人
２班

〇 〇
〇

10/３

２０２０秋
１０／３

２人
１班

〇 ○ ○

２０２０冬
１１/２９

１人
１班

〇 ○
○

10/３

２０２０冬
１１／３０

１人
１班

〇 ○

２０２０冬
１２／３

１人
１班

〇

※パックテ
ストのみ

〇

2020冬
12／17

１人
1班

〇 〇 〇



水質判定分布2020
調査人数 ３人、
２班編成

1 6 3 4 5

水質階級 水質判定
道と川の駅
（産川）

上田大橋下
（千曲川）

鯉西前
（千曲川）

神川合流点 神川上流

Ⅰ きれい 1
Ⅱ ややきれい

Ⅲ きたない

Ⅳ とてもきたない 2

判定不能 判定不能

調査日
2020/10/3、
12時50分

2020/8/12,13
時

天気 晴れ 晴れ

気温 24.3℃ ３７℃

水温 １８℃

川幅 15ｍ １５ｍ

流速 0.15ｍ/s



水質判定分布2020
調査人数 ２人
１班編成

1 6 3 ７

水質階級 水質判定
道と川の駅
（産川）

上田大橋下
（千曲川）

鯉西前
（千曲川）

坂城町鼠橋下
（千曲川）

Ⅰ きれい 1 1 １
Ⅱ ややきれい

Ⅲ きたない

Ⅳ とてもきたない

判定不能 判定不能

調査日
2020年11月30日
１０時１９分

2020年12月3日
１８時３０分

2020年11月29日
１４時４３分

2020年12月13日
９時５２分

天気 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ

気温 ８℃ ７℃ １１．１℃ ５℃

水温 ７．７℃ ９．２℃ ８．０℃

川幅 15ｍ １５ｍ 50ｍ ５０ｍ

流速 0.25ｍ/ｓ 0.3ｍ/ｓ ０．３ｍ/ｓ
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道と川の駅（産川）パックテスト・経年変化2017～2020年
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７、考察

指標生物による水質判定では、千曲川鯉西前
と産川の水質階級分布割合は「きれいⅠ」が
優勢を維持している。

２０２０年度新調査地点（上田大橋下）は指標
生物による判定は「とてもきたない（Ⅳ）」となっ
ている。

上田大橋下で、COD、NH４
＋－N、NO３

－ーNで、
他の２地点と比較しても大きな値をとっている。
また、DOも道と川の駅と比較し低い。

道と川の駅では、CODとPO4
３—ーPで変化があ

る。鯉西前ではCODが低下する傾向となってい
る。



新調査地点（上田大橋下）は、下水処理場の水
が流入する地点であり、その処理水が水質に影
響を与えている可能性がある。

千曲川本流鯉西前でCODが低下している原因を
調べたい。

水質浄化作用について知るために、さらに千曲
川の下流地点で調査地を設け、そのメカニズム
に迫りたい。

 さらに水質判定の精度を上げるため、改良をし
て参りたい。



ご清聴ありがとうございました。
参考文献：水生生物ハンドブック（刈田敬三 文一総合出版）

最強講義生物（大森徹 文英堂）


